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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、IoT で未だ解決できていない重要な課題「物理空間をセンシングして電脳空間に取

り込むためのエネルギーをどうするのか？」に取り組んでいる。 

2021 年度は、 

1. 電波空間 API モジュールの実機開発 

2. IEEE 802.11ac ワイヤレスセンシングにおけるセンシング方式の模索 

3. 大容量と超低消費電力との共存通信のプロトコル設計と実機検証 

4. データ伝送とエネルギー伝送のプロトコル設計・机上評価 

の 4 つを行った。 

「1. 電波空間 API モジュールの実機開発」では、ワイヤレスセンシング、超低省電力無線通信、

エネルギー伝送に利用できるモジュールを第一年次に行った設計に基づいて実装した。具体的

には、広帯域通信用の IEEE 802.11a、電力伝送とバックスキャッタ通信用の連続波送信が可能な

送信機能と、IEEE 802.11a 受信機能とを兼ね備えた無線機を開発した。 

「2. IEEE 802.11ac ワイヤレスセンシングにおけるセンシング方式の模索」では、第一年次に引き

続、IEEE 802.11ac compressed CSI を中心に、compressed CSI から物理空間の画像に変換する

CSI2Image、compressed CSI から電波の到来角を推定する AoAac、compressed CSI からユーザの

行動情報を取得する手法の模索を行った[1～3]。 

「3. 大容量と超低消費電力との共存通信のプロトコル設計と実機検証」では、Harmonic 

Controlled FDMA の手法が通信系のトップレベルの国際会議である IEEE ICC 2022 に採択される

など多くの成果が出ている[4, 5]。 

「4. データ伝送とエネルギー伝送のプロトコル設計・机上評価」では、IEEE 802.11 とエネルギー

伝送のプロトコル設計と机上評価を行った。NICT の WiWi、Panasonic との連携が進み、実用化に

向けた検討を行っている。特に分散的に配置されたアンテナから放出される電波の位相を揃える

ためには、WiWi で実現できる位相同期機能と周波数同期機能が適している。 
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